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こ
の
本
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
商
人
で
、
旺
盛
な
文
芸
活
動
を
行
な
っ
た
小お

づ津
久ひ

さ
た
り足

〔
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）～
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）〕
の
手
に
よ
る
紀
行
文
『
陸み

ち

奥の
く

日
記
』
の
全
文
を
翻

刻
し
た
史
料
集
で
あ
る
。

　

小
津
久
足
は
、
伊
勢
・
松
坂
（
三
重
県
松
阪
市
）
を
本
拠
と
し
、
江
戸
・
深
川
（
東
京
都
江
東

区
）
を
拠
点
に
海
産
物
商
を
展
開
し
た
豪
商
・
湯
浅
屋
与
右
衛
門
家
の
主
人
で
あ
っ
た
。
映
画
監

督
・
故
小
津
安
二
郎
の
先
祖
筋
に
も
あ
た
る
。

久
足
は
、
滝
沢
馬
琴
の
友
人
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
近
年
の
江
戸
文
学
研
究
で
は
、
七
万
首

に
お
よ
ぶ
和
歌
と
四
六
編
の
紀
行
文
な
ど
を
残
し
た
彼
自
身
の
文
芸
活
動
、
人
物
に
迫
る
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
久
足
自
身
の
意
志
に
よ
り
、
生
前
に
彼
の
作
品
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ

た
が
、
そ
の
客
観
的
か
つ
批
評
に
富
ん
だ
筆
致
は
、
江
戸
時
代
の
紀
行
文
学
の
到
達
点
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
紀
行
文
の
中
で
も
代
表
作
と
さ
れ
る
の
が
『
陸
奥
日
記
』
で
あ
る
。

天
保
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
西
暦
一
八
四
〇
年
三
月
三
日　

以
下
カ
ッ
コ
内
は
西
暦
で
の
月

ii
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日
を
示
す
）、
小
津
は
干
鰯
商
を
営
ん
で
い
た
江
戸
・
深
川
（
東
京
都
江
東
区
）
を
出
発
、
下
総

（
千
葉
県
）、
常
陸
（
茨
城
県
）、
浜
街
道
（
福
島
県
お
よ
び
宮
城
県
沿
岸
）
を
経
て
、
三
月
十
四

日
（
四
月
十
六
日
）
に
松
島
（
宮
城
県
松
島
町
）
に
至
っ
た
。
帰
路
は
奥
州
街
道
（
宮
城
県
、
福

島
県
）
を
南
下
し
、下
野
（
栃
木
県
）
を
へ
て
、三
月
二
十
七
日
（
四
月
二
十
九
日
）
深
川
に
戻
っ

た
。
目
的
地
で
あ
る
松
島
は
も
ち
ろ
ん
、
途
中
の
史
跡
や
風
景
、
出
会
っ
た
人
々
へ
の
詳
細
な
描

写
と
、
久
足
の
独
自
の
視
点
に
よ
る
論
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
文
学
者
、
商
人
、
ま
た
旅
行
者

と
し
て
の
久
足
に
つ
い
て
、
ま
た
『
陸
奥
日
記
』
の
江
戸
時
代
紀
行
文
の
中
で
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
、
こ
の
後
の
総
論
お
よ
び
論
説
の
文
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、今
回
の
出
版
は
、二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
契
機
に
な
っ

て
い
る
。
久
足
が
『
陸
奥
日
記
』
で
た
ど
っ
た
旅
路
の
多
く
は
、
地
震
、
津
波
、
そ
し
て
原
発
事

故
の
被
災
地
と
な
っ
た
。

　

私
は
、
宮
城
県
域
を
中
心
に
、
被
災
し
た
地
域
に
残
さ
れ
た
古
文
書
そ
の
他
の
歴
史
文
化
遺
産

の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
約
一
〇
万
点
の
被
災
史
料
を
救
出
す
る
一
方
、
津
波
で

一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
、
救
出
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
数
知
れ
な
い
。
一
度
失
わ
れ
た
史
料
は
、
二

度
と
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
な
お
続
く
「
復
興
」
過
程
の
中
で
、
大
規
模
な
土
木
工
事
、
集
落
の
移
転
、
区
画

整
理
な
ど
に
と
も
な
い
、
久
足
が
通
っ
た
地
域
の
集
落
、
地
名
、
道
筋
、
山
河
、
海
岸
の
風
景
は

激
変
し
つ
つ
あ
る
。
被
災
地
で
は
、
過
去
数
百
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
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史
文
化
を
、
ま
た
そ
こ
に
人
々
の
暮
ら
し
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
っ
た
と
い
う

証
を
、
一
挙
に
失
う
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　

私
は
、
歴
史
学
、
人
文
学
研
究
に
取
り
組
む
立
場
と
し
て
、
被
災
し
た
地
域
を
単
に
「
災
害
が

起
こ
っ
た
場
所
」
と
さ
せ
ず
、
人
々
の
歴
史
的
な
あ
ゆ
み
に
裏
付
け
ら
れ
た
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
こ
と
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
を
残
す
こ
と
を
、
専
門
性
を

活
か
し
た
災
害
支
援
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。
暮
ら
し
の
痕
跡
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
た
津
波
被
災

地
や
、
私
の
故
郷
・
福
島
の
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
埋
も
れ
た
町
を
訪
れ
る
中
で
、
そ
の
思
い
は

よ
り
強
く
な
っ
た
。
失
わ
れ
た
手
が
か
り
を
取
り
戻
す
に
は
、何
を
す
べ
き
な
の
か
。
そ
の
一
つ
は
、

被
災
し
た
地
域
の
外
に
残
る
史
料
を
集
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
江
戸
時
代
の

旅
行
史
、
観
光
史
の
立
場
か
ら
『
陸
奥
日
記
』
を
分
析
し
た
青
柳
周
一
、
高
橋
陽
一
両
氏
の
研
究

を
通
じ
て
、
そ
の
存
在
を
知
る
事
と
な
っ
た
。
本
文
が
未
活
字
化
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
公
刊
す
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
津
久
足
に
よ
る
描
写
の
特
徴
ゆ
え
に
、
そ

こ
に
は
被
災
し
た
各
地
の
、
過
ぎ
去
っ
た
歴
史
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
青
柳
、
高
橋
両
氏
に
、
以
上
の
こ
と
を
説
明
し
、
分
担
し
て
解
読
を
行
い
た

い
と
提
案
し
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

両
氏
か
ら
は
快
諾
を
得
る
一
方
、
青
柳
氏
か
ら
、
江
戸
文
学
者
の
菱
岡
憲
司
氏
が
小
津
久
足
の

未
刊
紀
行
文
に
つ
い
て
も
出
版
を
進
め
て
い
る
、
と
の
教
示
が
あ
っ
た
。『
陸
奥
日
記
』
に
つ
い

て
も
出
版
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
青
柳
氏
か
ら
菱
岡
氏
に
照
会
し
た

と
こ
ろ
、「
陸
奥
」
に
関
す
る
作
品
を
、
被
災
し
た
東
北
の
地
か
ら
発
信
す
る
意
義
を
指
摘
さ
れ
、
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全
文
の
解
読
原
稿
を
快
く
私
た
ち
に
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
は
、
こ
の
「
一
二
万

字
の
被
災
地
支
援
」
無
く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　

菱
岡
氏
か
ら
は
合
わ
せ
て
、『
陸
奥
日
記
』
を
歴
史
学
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
示
唆
を
受
け
た
。
久
足
が
た
ど
っ
た
各
地
の
史
跡
、伝
承
、当
時
の
社
会
状
況
の
調
査
に
は
、

そ
の
経
路
に
当
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
調
査
研
究
が
必
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
千
葉
、

茨
城
、
福
島
、
宮
城
、
栃
木
の
研
究
者
に
呼
び
か
け
、
二
〇
一
六
年
か
ら
「
陸
奥
日
記
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。「
三
・
一
一
」
被
災
各
地
で
の
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
、
歴
史
学
、
人
文
学

の
立
場
か
ら
の
地
域
連
携
、
被
災
地
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
仲
間
で
あ
る
。
目
下
、
久
足
の

陸
奥
へ
の
旅
路
に
つ
い
て
、
文
学
・
歴
史
学
の
観
点
か
ら
学
際
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
本
書
は

そ
の
最
初
の
成
果
で
も
あ
る
。
研
究
会
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
菱
岡
、
青
柳
、
高
橋
の
三
氏
に
加

え
、
江
戸
紀
行
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
板
坂
耀
子
氏
か
ら
も
寄
稿
を
受
け
た
。
記
し
て
感

謝
し
た
い
。

　
『
陸
奥
日
記
』
が
、
江
戸
文
学
や
江
戸
時
代
の
文
化
史
、
経
路
と
な
っ
た
各
地
の
地
域
史
研
究

で
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
三
・
一
一
」
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
に
暮
ら
す
方
々
や
、
そ

こ
に
思
い
を
寄
せ
る
方
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
さ
と
を
知
る
た
め
の
よ
す
が
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。


